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　これから本格的な人口減少や、少子・超高齢化時代を
迎えようとしています。
　このような中にあっても、誰もが安心で便利に暮らす
ことができ、魅力あるまちとして発展していくため、本
市では、将来目指すまちの姿として「ネットワーク型コ
ンパクトシティ」という考えかたの下、人やさまざまな
まちの機能がそれぞれの地域の拠点に集まり、拠点同士
が公共交通や道路などで結ばれた、暮らしやすいまちを
目指しています。

これからの宇都宮のまちのカタチ

ネットワーク型コンパクトシティ
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平成29が
ピーク

5人に1人518,460（人）

2050年にはピーク時から
約7～8万人の減少

図2 年齢別人口の推移（宇都宮市推計）総人口の推移（宇都宮市推計）図1

市内の大学生との意見交換で浮かび上がった人口減少による懸念表

■年少人口（0～14歳）
■生産人口（15歳～64歳）
■老年人口（65歳以上）
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電車やバスの利用者が減り、運行
本数が減ることで、移動の選択肢が
少なくなり、郊外に広がった病院や
お店などに出かける時に不便に
なってしまいます。

働き手が減ることで、企業や工場
が撤退・移転する恐れがあり、遠
くの職場への通勤や大都市への引
越しが必要になってしまいます。

財政状況の悪化により、公共施設の
維持が難しくなり、学びの場などが
少なくなることで、暮らしを豊かに
するための機会が少なくなってしま
います。

住宅地などの密度が低くなること
で、近所の人との関わりが薄くな
り、地域コミュニティのつながり
が弱くなってしまいます。

空き地・空き家が増えたり、道
路・橋などの維持が難しくなった
りすることで、安心・安全な日常
生活を送ることができなくなって
しまいます。

身近なお店の閉店やイベントなど
が縮小されることで、まちの魅力
やにぎわいなどが失われてしまい
ます。

　
本
市
の
総
人
口
は
今
は
ま
だ
増
え
て
い

ま
す
が
、
現
時
点
で
は
、
平
成
29
年
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
減
っ
て
い
く

「
人
口
減
少
時
代
」
に
な
る
と
予
測
し
て

い
ま
す
（
左
の
図
１
）。
ま
た
、
人
口
を

年
齢
別
に
見
る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
割
合
は
増
え
続
け
る
一
方
で
、
働
き
盛

り
の
人
口
や
子
ど
も
の
割
合
は
減
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
（
左
の
図
２
）。

　
こ
う
し
た
人
口
減
少
や
少
子
・
超
高
齢

化
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す

（
左
の
表
）
が
、
こ
の
よ
う
な
人
口
減

少
・
少
子
超
高
齢
化
が
進
む
見
通
し
の
中

で
も
、
市
民
の
誰
も
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
内
の
各
地
域
を
維

持
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
都
市
の
機
能
や
人
口
を

各
地
域
の
拠
点
に
集
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
形
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
当
っ
て
は
、

各
地
域
に
お
い
て
、
市
民
の
日
常
生
活
を

形
作
る
大
き
な
要
素
で
あ
る
「
住
ま
う
」

「
働
く
・
学
ぶ
」
「
憩
う
」
た
め
に
必
要

な
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
整
備
さ
れ
た

「
拠
点
」
を
形
成
し
な
が
ら
、
市
民
が
そ

れ
ら
の
機
能
を
し
っ
か
り
と
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
「
交
通
」
に

よ
っ
て
つ
な
が
り
、
環
境
に
も
配
慮
し
た

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
「
拠

点
づ
く
り
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

に
よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
に
お
い

て
日
常
生
活
が
便
利
に
な
り
、
生
活
の
質

や
ま
ち
の
価
値
・
活
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

都市拠点

交　通

憩う

住まう働く
学ぶ

自然環境

地域の特性によって拠点
ごとに機能や規模が違い
ます。

コンパクトなまちづくりのイメージ図

これまでのまちのかたちで人口減少が進むと・・・

市民の日々の
活動は・・・

身近な地域の
環境は・・・

◎宇都宮市まちづくりシンポジウム　▽日時　3月21日（土・祝）午後2時～4時。午後1時30分開
場予定　▽会場　県総合文化センター（本町）▽内容　「ネットワーク型コンパクトシティ」の形
成に向け、市長による基調講演や有識者を招いてのパネルディスカッションを通して、これからの
都市構造の考え方や本市の進める取り組みへの理解を深める▽その他　会場に駐車場のご用意はあ
りません。ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。問政策審議室☎（632）2117

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
必
要
性

本
市
が
目
指
す

人
口
減
少
社
会
に
合
っ
た

ま
ち
の
カ
タ
チ

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て人

口
減
少
や
少
子
・
超
高
齢
化
時
代
に
向
け
、
本
市
に

合
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
カ
タ
チ
を
考
え
ま
す
。
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市
中
心
部
の
「
都
市
拠
点
」
（
約
320
ヘ

ク
タ―

ル
）
と
、
周
辺
部
の
14
の
「
地
域

拠
点
」
（
核
と
な
る
施
設
な
ど
を
中
心
と

し
た
一
定
の
エ
リ
ア
）
の
２
層
の
拠
点
を

つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
の
結
び
つ
き

や
役
割
分
担
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
必
要

な
機
能
を
満
た
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
都
市
拠
点
」
に
接
し
、
市
街

地
の
成
り
立
ち
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関

わ
り
な
ど
、
強
い
関
連
性
を
持
つ
周
辺
の

地
域
を
「
都
市
拠
点
圏
域
」
と
し
ま
す
。

「
産
業
拠
点
」
「
観
光
拠
点
」
を
つ
く
り
、

市
内
の
経
済
活
動
を
活
発
化
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
憩
い
の
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
近
隣
市
町
と
の
広
域
的
な
つ

な
が
り
の
中
で
、
存
在
感
や
中
枢
性
を
維

持
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
生
活
を
豊
か
に
し
、
活
発
な
産
業

活
動
や
来
訪
者
の
増
加
を
促
す
た
め
、
市

内
全
域
で
の
軸
と
な
る
交
通
か
ら
身
近
な

生
活
を
支
え
る
交
通
ま
で
、
使
う
目
的
に

よ
っ
て
適
し
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
で
、
過
度
に
自

動
車
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
自

由
に
移
動
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
市
の
取
り
組
み
以
外
に
も
、
日
ご
ろ
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
次
の
よ
う
な
身
近

な
取
り
組
み
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
は
必
要
不
可
欠
で

す
。

■
各
層
の
負
担
を
軽
減
し
た
生
活
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
　
高
齢
者
や
子
ど
も
・
子

育
て
世
代
を
地
域
で
見
守
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
。

■
移
動
し
や
す
い
環
境
の
確
保
　
電
車
・

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
利
用
。

■
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
保
全
　
地
域
の

活
動
や
行
事
へ
の
参
加
・
協
力
。

■
買
い
物
環
境
と
に
ぎ
わ
い
の
確
保
　
身

近
な
商
店
街
や
ま
ち
な
か
の
店
舗
・
商
業

施
設
な
ど
の
利
用
。

■
産
業
・
人
材
育
成
と
活
力
・
魅
力
あ
る

誇
れ
る
宇
都
宮
づ
く
り
　
地
域
の
企
業
や

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
盛
り
上
げ
る
活
動
（
製
品
な
ど
の
利
用
、

参
加
・
協
力
）。

■
日
常
生
活
に
必
要
な
施
設
や
居
住
が
集

約
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
　
住

み
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
合
わ
せ
た

都
市
拠
点
・
地
域
拠
点
へ
の
居
住
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
核
と
な
る

拠
点
づ
く
り

誰
も
が
自
由
に
移
動
で
き
る

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

市
民
と
つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
て

　そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
が
ま
ち
の
機
能
を
補
い
合

う
と
と
も
に
、
相
乗
効
果
で
都
市
全
体
の
魅
力

を
高
め
、
100
年
先
も
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

地域拠点
特色あるまちの
機能が充実している

観光拠点
豊かな自然や歴史・
文化など憩いの場と
なる資源が充実して
いる

都市拠点
高度なまちの機能や
魅力が集積している

産業拠点
高度な産業・研究開発、
流通業務機能などが集積
している

■地域拠点のイメージ
●駅やバスターミナルがあり便利に公共交通を

利用できるまち。
●生活に必要な機能がコンパクトに集まるまち。
●拠点周辺の居住地との移動がしやすく、地域

生活の中心となるまち。
●農産物直売所や交流施設など、

自然・農業と身近に触れ
合えるまち。

■地域内交通・支線公共交通
　地域をカバーする公共交通づ
くりを進めるとともに、隣り
合った拠点へ移動する需要に応
じた公共交通ネットワークをつ
くる。

■都市拠点のイメージ
●イベント・交流の場や文化的な施設など、にぎ

わいや生活の質を高める場が集まるまち。
●行政機関や居住・医療などのさまざまな施設が

集まるまち。
●駅前から店舗やビルが建ち並ぶ「中心市街地」

らしい風格あるまちなみ。

■基幹公共交通　公共交通と
して高水準のサービスを提供。

■幹線公共交通　行
政機関・病院・学校な
どの市民生活に必要な
施設へのアクセスを支
援し、市民の利便性の
向上を図る。 ▲LRT（※）の導入イメージ図

※Light Rail Transit（次世代型路面電車システム）。
ライト レール トランジット
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市
中
心
部
の
「
都
市
拠
点
」
（
約
320
ヘ

ク
タ―

ル
）
と
、
周
辺
部
の
14
の
「
地
域

拠
点
」
（
核
と
な
る
施
設
な
ど
を
中
心
と

し
た
一
定
の
エ
リ
ア
）
の
２
層
の
拠
点
を

つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
の
結
び
つ
き

や
役
割
分
担
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
必
要

な
機
能
を
満
た
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
都
市
拠
点
」
に
接
し
、
市
街

地
の
成
り
立
ち
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関

わ
り
な
ど
、
強
い
関
連
性
を
持
つ
周
辺
の

地
域
を
「
都
市
拠
点
圏
域
」
と
し
ま
す
。

「
産
業
拠
点
」
「
観
光
拠
点
」
を
つ
く
り
、

市
内
の
経
済
活
動
を
活
発
化
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
憩
い
の
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
近
隣
市
町
と
の
広
域
的
な
つ

な
が
り
の
中
で
、
存
在
感
や
中
枢
性
を
維

持
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
生
活
を
豊
か
に
し
、
活
発
な
産
業

活
動
や
来
訪
者
の
増
加
を
促
す
た
め
、
市

内
全
域
で
の
軸
と
な
る
交
通
か
ら
身
近
な

生
活
を
支
え
る
交
通
ま
で
、
使
う
目
的
に

よ
っ
て
適
し
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
で
、
過
度
に
自

動
車
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
自

由
に
移
動
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
市
の
取
り
組
み
以
外
に
も
、
日
ご
ろ
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
次
の
よ
う
な
身
近

な
取
り
組
み
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
は
必
要
不
可
欠
で

す
。

■
各
層
の
負
担
を
軽
減
し
た
生
活
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
　
高
齢
者
や
子
ど
も
・
子

育
て
世
代
を
地
域
で
見
守
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
。

■
移
動
し
や
す
い
環
境
の
確
保
　
電
車
・

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
利
用
。

■
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
保
全
　
地
域
の

活
動
や
行
事
へ
の
参
加
・
協
力
。

■
買
い
物
環
境
と
に
ぎ
わ
い
の
確
保
　
身

近
な
商
店
街
や
ま
ち
な
か
の
店
舗
・
商
業

施
設
な
ど
の
利
用
。

■
産
業
・
人
材
育
成
と
活
力
・
魅
力
あ
る

誇
れ
る
宇
都
宮
づ
く
り
　
地
域
の
企
業
や

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
盛
り
上
げ
る
活
動
（
製
品
な
ど
の
利
用
、

参
加
・
協
力
）。

■
日
常
生
活
に
必
要
な
施
設
や
居
住
が
集

約
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
　
住

み
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
合
わ
せ
た

都
市
拠
点
・
地
域
拠
点
へ
の
居
住
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
核
と
な
る

拠
点
づ
く
り

誰
も
が
自
由
に
移
動
で
き
る

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

市
民
と
つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
て

　そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
が
ま
ち
の
機
能
を
補
い
合

う
と
と
も
に
、
相
乗
効
果
で
都
市
全
体
の
魅
力

を
高
め
、
100
年
先
も
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

地域拠点
特色あるまちの
機能が充実している

観光拠点
豊かな自然や歴史・
文化など憩いの場と
なる資源が充実して
いる

都市拠点
高度なまちの機能や
魅力が集積している

産業拠点
高度な産業・研究開発、
流通業務機能などが集積
している

■地域拠点のイメージ
●駅やバスターミナルがあり便利に公共交通を

利用できるまち。
●生活に必要な機能がコンパクトに集まるまち。
●拠点周辺の居住地との移動がしやすく、地域

生活の中心となるまち。
●農産物直売所や交流施設など、

自然・農業と身近に触れ
合えるまち。

■地域内交通・支線公共交通
　地域をカバーする公共交通づ
くりを進めるとともに、隣り
合った拠点へ移動する需要に応
じた公共交通ネットワークをつ
くる。

■都市拠点のイメージ
●イベント・交流の場や文化的な施設など、にぎ

わいや生活の質を高める場が集まるまち。
●行政機関や居住・医療などのさまざまな施設が

集まるまち。
●駅前から店舗やビルが建ち並ぶ「中心市街地」

らしい風格あるまちなみ。

■基幹公共交通　公共交通と
して高水準のサービスを提供。

■幹線公共交通　行
政機関・病院・学校な
どの市民生活に必要な
施設へのアクセスを支
援し、市民の利便性の
向上を図る。 ▲LRT（※）の導入イメージ図

※Light Rail Transit（次世代型路面電車システム）。
ライト レール トランジット
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アイデア通信

ネットワーク型コンパクトシティに
ついて私はこう考えます。

2 ネットワーク型コンパクトシティに関するご意見、ご
質問について、自由にご記入ください。

1 ネットワーク型コンパクトシティ形成のために優先的
に進める取り組みは何だと思いますか。（3つまで）
ア　中心市街地の活性化
イ　地域拠点への生活利便機能の誘導
ウ　地域コミュニティの活性化
エ　生産性の高い産業の集積
オ　集客力のある観光事業の充実
カ　バス路線など公共交通ネットワークの再編
キ　地域内交通の充実
ク　居住の誘導
ケ　空き家・空き地の管理・有効活用
コ　農地の維持・保全
サ　公園などの緑の拠点の維持・管理
シ　公共施設の適正配置や有効活用
ス　その他

6

▼あなたの意見をお寄せください
　市民の皆さんから、「ネットワーク型コンパクトシティ」についての意見・提
案をお受けします。寄せられた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、
一部を後日、広報紙で紹介します。質問などへの回答は、直接本人あてに返
信しませんので、ご了承ください。
　左のはがき（切手不要）を切り取り、2月16日（月）ま
でにポストに投函してください。他のはがきや手紙・フ
ァクス・Eメール・市ホームページのアンケート（携帯サ
イト含む）でも受け付けます。
送付先
〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課
☎（632）2025、 （639）0627
Eメール：u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp
広報うつのみやプラス「ネットワーク型コンパクトシティ」についての問い合
わせ先
総合政策部政策審議室
☎（632）2118、 （632）5422
Eメール：u2005@city.utsunomiya.tochigi.jp

▲携帯サイト用QRコード

　
こ
れ
ま
で
の
人
口
増
加
社
会
で
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
ま
ち
を
広
げ
て
い
く
こ
と

は
必
然
で
し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
人
口

減
少
社
会
で
は
、
そ
の
都
市
に
見
合
っ
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
に
し
て
い
か
な
い
と
、

都
市
経
営
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
都
市
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
今

後
、
日
本
全
体
が
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

の
あ
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
超
高
齢
社
会
の
進
行
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
必
要
で

あ
る
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

齢
に
な
る
と
、
一
般
的
に
車
の
運
転
能
力

が
低
下
し
、
事
故
率
も
上
昇
し
ま
す
。
運

転
免
許
を
返
納
し
て
も
生
活
し
や
す
い
ま

ち
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
家
屋
の
維
持
管
理

が
難
し
く
な
り
、
後
々
空
き
家
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
は
、
「
一
極
集

中
型
」
と
、
拠
点
が
複
数
あ
る
「
ク
ラ
ス

タ
ー
型
」
が
あ
り
ま
す
。
一
極
集
中
型
は
、

周
囲
に
山
や
川
が
あ
る
な
ど
、
土
地
の
利

用
に
制
約
が
あ
り
、
結
果
的
に
周
辺
に
広

が
ら
な
い
都
市
で
す
。
宇
都
宮
は
平
野
が

広
が
り
、「
宮
環
（
宇
都
宮
環
状
道
路
）」

に
代
表
さ
れ
る
道
路
交
通
網
が
し
っ
か
り

と
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域

の
強
み
を
生
か
し
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー
型
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
宇
都
宮
に
ふ
さ
わ

し
い
形
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
手
段
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
適
切
な
役
割
り
が
あ
り
ま
す
。
宇
都

宮
で
い
え
ば
、
車
の
他
に
新
幹
線
、
JR
、

私
鉄
、
バ
ス
な
ど
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

都
市
の
規
模
を
考
え
る
と
、
私
鉄
と
バ
ス

の
他
に
も
う
一
つ
交
通
手
段
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
宇
都
宮
の
交
通
は
、
JR
線
な

ど
南
北
方
向
に
は
非
常
に
強
い
の
で
す
が
、

東
西
方
向
に
は
あ
ま
り
強
く
な
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
そ
こ
で
、
も
う
一
つ
必
要
な

交
通
手
段
が
L
R
T
（
次
世
代
型
路
面
電

車
シ
ス
テ
ム
）
で
す
。
し
か
し
L
R
T
は

あ
く
ま
で
も
交
通
手
段
の
一
部
で
す
。
そ

の
他
の
電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
と
の
連
携
を
総
合
的
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
に
は
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
L
R
T
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

住
宅
や
店
舗
・
病
院
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
立
地
誘
導
）
を
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
人
が
ど
こ
に
住

み
た
い
か
と
い
う
時
に
、
少
し
だ
け
選
択

肢
を
増
や
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
一
般

的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お

い
て
、
住
む
場
所
を
選
ぶ
と
い
う
節
目
は

３
・
４
回
程
度
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

時
に
、
「
土
地
取
得
費
用
補
助
が
あ
る
」

「
L
R
T
が
あ
っ
て
便
利
そ
う
」
と
い
う

理
由
で
住
む
場
所
を
選
び
、
よ
り
利
便
性

の
高
い
場
所
へ
移
り
住
ん
で
く
れ
れ
ば
良

い
の
で
す
。
明
治
時
代
や
江
戸
時
代
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
み
て
も
、
移
動
が
便
利
な
ま

ち
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
交
通
が
整
備

さ
れ
た
便
利
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
宇

都
宮
が
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る
上
で

と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
を
整
備
し
、
そ
の
利
用
を
促

し
て
い
く
か
ら
と
い
っ
て
、
車
を
利
用
す

べ
き
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
「
酒
席
の
場
に

参
加
す
る
」
「
大
人
数
で
移
動
す
る
」
な

ど
、
車
よ
り
便
利
な
時
は
、
積
極
的
に
公

共
交
通
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
利
用
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、

投
資
で
き
る
額
が
増
え
、
便
数
が
増
加
す

る
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
り
、
さ
ら

に
利
用
者
が
増
え
る
と
い
う
プ
ラ
ス
の
ス

パ
イ
ラ
ル
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
公
共
交
通
の
利
用
を
啓
発
す
る

活
動
）
を
行
政
・
民
間
・
地
域
社
会
が
協

力
し
て
行
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

車
で
も
公
共
交
通
で
も
、
利
用
者
が
そ
れ

ぞ
れ
よ
り
便
利
だ
と
思
う
交
通
手
段
を
選

ん
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
理

想
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
魅
力
は
「
選
択
で
き
る
ま
ち
」
に
な
る

こ
と
で
す
。
交
通
手
段
も
住
む
場
所
も
選

択
肢
が
多
様
に
あ
り
、
自
分
で
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
、
そ
れ
が
未
来
の
宇
都
宮

の
姿
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
市
が
行
っ
て
い
る
「
大
学

生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
」
が
き
っ
か

け
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

い
う
考
え
に
注
目
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
夏
に
、
公
共
交
通
が
発
達

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
感
じ
た
宇
都
宮
と
の
一
番
の
違
い
は
、

中
心
市
街
地
に
車
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ま
ち
を
歩
く

人
た
ち
の
話
し
声
、
演
奏
さ
れ
て
い
る
楽

器
な
ど
の
「
音
」
や
、
飲
食
店
の
お
い
し

そ
う
な
「
匂
い
」
を
思
い
が
け
ず
感
じ
ら

れ
た
こ
と
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
JR
宇
都
宮
駅
周
辺
の
都
市
拠

点
、
特
に
駅
東
側
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

駅
前
の
風
景
は
、
ま
ち
の
第
一
印
象
を
決

め
る
「
顔
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

点
で
「
宇
都
宮
っ
て
す
ご
い
な
。
過
ご
し

や
す
そ
う
な
ま
ち
だ
な
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
が
あ
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
充
実

に
加
え
、
市
民
が
交
流
し
、
憩
う
こ
と
が

で
き
る
場
が
あ
れ
ば
、
市
民
の
精
神
的
な

豊
か
さ
も
高
ま
り
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
ま

ち
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
緑
が
多
く
潤
い
が

感
じ
ら
れ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
駅
を
出
て
、
緑
が
広
が
っ
て
見
え
る
こ

と
は
、
宇
都
宮
に
住
む
こ
と
を
誇
り
に
感

じ
ら
れ
る
一
種
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
広
場
に
は
カ
フ
ェ
を
設
け
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
い
た
り
、
そ
の
管
理
も
な
る

べ
く
市
民
の
手
で
行
う
シ
ス
テ
ム
を
作
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
に
市
民
同
士

の
交
流
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
は
、
と
て
も
住
み
や
す
い
便
利

な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
市
民
の
精
神
的

な
豊
か
さ
を
追
求
し
、
幸
せ
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

今
後
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
の
充
実
と
共
に
、
環
境
に
や

さ
し
い
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
必
要
性

宇
都
宮
ら
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

車
か
ら
公
共
交
通
機
関
へ
の

意
識
転
換

宇
都
宮
に
L
R
T
を
導
入
す
る

意
義
と
は

「
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
」で
な
く

「
つ
く
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
」

自
分
で「
選
べ
る
」ま
ち

　
　そ
れ
が
未
来
の
宇
都
宮

よ
り
暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
　
　中
心
市
街
地
へ

自
分
で「
選
べ
る
」ま
ち

　
　そ
れ
が
未
来
の
宇
都
宮

よ
り
暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
　
　中
心
市
街
地
へ

早稲田大学理工学術院  教授

森本 章倫さん

宇都宮大学
吉澤 彰平さん　町田 卓哉さん
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アイデア通信

ネットワーク型コンパクトシティに
ついて私はこう考えます。

2 ネットワーク型コンパクトシティに関するご意見、ご
質問について、自由にご記入ください。

1 ネットワーク型コンパクトシティ形成のために優先的
に進める取り組みは何だと思いますか。（3つまで）
ア　中心市街地の活性化
イ　地域拠点への生活利便機能の誘導
ウ　地域コミュニティの活性化
エ　生産性の高い産業の集積
オ　集客力のある観光事業の充実
カ　バス路線など公共交通ネットワークの再編
キ　地域内交通の充実
ク　居住の誘導
ケ　空き家・空き地の管理・有効活用
コ　農地の維持・保全
サ　公園などの緑の拠点の維持・管理
シ　公共施設の適正配置や有効活用
ス　その他

6

▼あなたの意見をお寄せください
　市民の皆さんから、「ネットワーク型コンパクトシティ」についての意見・提
案をお受けします。寄せられた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、
一部を後日、広報紙で紹介します。質問などへの回答は、直接本人あてに返
信しませんので、ご了承ください。
　左のはがき（切手不要）を切り取り、2月16日（月）ま
でにポストに投函してください。他のはがきや手紙・フ
ァクス・Eメール・市ホームページのアンケート（携帯サ
イト含む）でも受け付けます。
送付先
〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課
☎（632）2025、 （639）0627
Eメール：u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp
広報うつのみやプラス「ネットワーク型コンパクトシティ」についての問い合
わせ先
総合政策部政策審議室
☎（632）2118、 （632）5422
Eメール：u2005@city.utsunomiya.tochigi.jp

▲携帯サイト用QRコード

　
こ
れ
ま
で
の
人
口
増
加
社
会
で
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
ま
ち
を
広
げ
て
い
く
こ
と

は
必
然
で
し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
人
口

減
少
社
会
で
は
、
そ
の
都
市
に
見
合
っ
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
に
し
て
い
か
な
い
と
、

都
市
経
営
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
都
市
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
今

後
、
日
本
全
体
が
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

の
あ
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
超
高
齢
社
会
の
進
行
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
必
要
で

あ
る
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

齢
に
な
る
と
、
一
般
的
に
車
の
運
転
能
力

が
低
下
し
、
事
故
率
も
上
昇
し
ま
す
。
運

転
免
許
を
返
納
し
て
も
生
活
し
や
す
い
ま

ち
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
家
屋
の
維
持
管
理

が
難
し
く
な
り
、
後
々
空
き
家
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
は
、
「
一
極
集

中
型
」
と
、
拠
点
が
複
数
あ
る
「
ク
ラ
ス

タ
ー
型
」
が
あ
り
ま
す
。
一
極
集
中
型
は
、

周
囲
に
山
や
川
が
あ
る
な
ど
、
土
地
の
利

用
に
制
約
が
あ
り
、
結
果
的
に
周
辺
に
広

が
ら
な
い
都
市
で
す
。
宇
都
宮
は
平
野
が

広
が
り
、「
宮
環
（
宇
都
宮
環
状
道
路
）」

に
代
表
さ
れ
る
道
路
交
通
網
が
し
っ
か
り

と
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域

の
強
み
を
生
か
し
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー
型
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
宇
都
宮
に
ふ
さ
わ

し
い
形
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
手
段
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
適
切
な
役
割
り
が
あ
り
ま
す
。
宇
都

宮
で
い
え
ば
、
車
の
他
に
新
幹
線
、
JR
、

私
鉄
、
バ
ス
な
ど
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

都
市
の
規
模
を
考
え
る
と
、
私
鉄
と
バ
ス

の
他
に
も
う
一
つ
交
通
手
段
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
宇
都
宮
の
交
通
は
、
JR
線
な

ど
南
北
方
向
に
は
非
常
に
強
い
の
で
す
が
、

東
西
方
向
に
は
あ
ま
り
強
く
な
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
そ
こ
で
、
も
う
一
つ
必
要
な

交
通
手
段
が
L
R
T
（
次
世
代
型
路
面
電

車
シ
ス
テ
ム
）
で
す
。
し
か
し
L
R
T
は

あ
く
ま
で
も
交
通
手
段
の
一
部
で
す
。
そ

の
他
の
電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
と
の
連
携
を
総
合
的
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
に
は
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
L
R
T
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

住
宅
や
店
舗
・
病
院
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
立
地
誘
導
）
を
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
人
が
ど
こ
に
住

み
た
い
か
と
い
う
時
に
、
少
し
だ
け
選
択

肢
を
増
や
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
一
般

的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お

い
て
、
住
む
場
所
を
選
ぶ
と
い
う
節
目
は

３
・
４
回
程
度
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

時
に
、
「
土
地
取
得
費
用
補
助
が
あ
る
」

「
L
R
T
が
あ
っ
て
便
利
そ
う
」
と
い
う

理
由
で
住
む
場
所
を
選
び
、
よ
り
利
便
性

の
高
い
場
所
へ
移
り
住
ん
で
く
れ
れ
ば
良

い
の
で
す
。
明
治
時
代
や
江
戸
時
代
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
み
て
も
、
移
動
が
便
利
な
ま

ち
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
交
通
が
整
備

さ
れ
た
便
利
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
宇

都
宮
が
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る
上
で

と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
を
整
備
し
、
そ
の
利
用
を
促

し
て
い
く
か
ら
と
い
っ
て
、
車
を
利
用
す

べ
き
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
「
酒
席
の
場
に

参
加
す
る
」
「
大
人
数
で
移
動
す
る
」
な

ど
、
車
よ
り
便
利
な
時
は
、
積
極
的
に
公

共
交
通
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
利
用
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、

投
資
で
き
る
額
が
増
え
、
便
数
が
増
加
す

る
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
り
、
さ
ら

に
利
用
者
が
増
え
る
と
い
う
プ
ラ
ス
の
ス

パ
イ
ラ
ル
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
公
共
交
通
の
利
用
を
啓
発
す
る

活
動
）
を
行
政
・
民
間
・
地
域
社
会
が
協

力
し
て
行
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

車
で
も
公
共
交
通
で
も
、
利
用
者
が
そ
れ

ぞ
れ
よ
り
便
利
だ
と
思
う
交
通
手
段
を
選

ん
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
理

想
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
魅
力
は
「
選
択
で
き
る
ま
ち
」
に
な
る

こ
と
で
す
。
交
通
手
段
も
住
む
場
所
も
選

択
肢
が
多
様
に
あ
り
、
自
分
で
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
、
そ
れ
が
未
来
の
宇
都
宮

の
姿
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
市
が
行
っ
て
い
る
「
大
学

生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
」
が
き
っ
か

け
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

い
う
考
え
に
注
目
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
夏
に
、
公
共
交
通
が
発
達

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
感
じ
た
宇
都
宮
と
の
一
番
の
違
い
は
、

中
心
市
街
地
に
車
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ま
ち
を
歩
く

人
た
ち
の
話
し
声
、
演
奏
さ
れ
て
い
る
楽

器
な
ど
の
「
音
」
や
、
飲
食
店
の
お
い
し

そ
う
な
「
匂
い
」
を
思
い
が
け
ず
感
じ
ら

れ
た
こ
と
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
JR
宇
都
宮
駅
周
辺
の
都
市
拠

点
、
特
に
駅
東
側
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

駅
前
の
風
景
は
、
ま
ち
の
第
一
印
象
を
決

め
る
「
顔
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

点
で
「
宇
都
宮
っ
て
す
ご
い
な
。
過
ご
し

や
す
そ
う
な
ま
ち
だ
な
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
が
あ
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
充
実

に
加
え
、
市
民
が
交
流
し
、
憩
う
こ
と
が

で
き
る
場
が
あ
れ
ば
、
市
民
の
精
神
的
な

豊
か
さ
も
高
ま
り
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
ま

ち
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
緑
が
多
く
潤
い
が

感
じ
ら
れ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
駅
を
出
て
、
緑
が
広
が
っ
て
見
え
る
こ

と
は
、
宇
都
宮
に
住
む
こ
と
を
誇
り
に
感

じ
ら
れ
る
一
種
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
広
場
に
は
カ
フ
ェ
を
設
け
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
い
た
り
、
そ
の
管
理
も
な
る

べ
く
市
民
の
手
で
行
う
シ
ス
テ
ム
を
作
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
に
市
民
同
士

の
交
流
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
は
、
と
て
も
住
み
や
す
い
便
利

な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
市
民
の
精
神
的

な
豊
か
さ
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今
後
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し
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す
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ち
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し
い
と
思
い
ま
す
。
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通
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義
と
は

「
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
」で
な
く

「
つ
く
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
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早稲田大学理工学術院  教授

森本 章倫さん

宇都宮大学
吉澤 彰平さん　町田 卓哉さん

あき のり



テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

もっと深く

宇都宮情報

もっと深く

宇都宮情報

　これから本格的な人口減少や、少子・超高齢化時代を
迎えようとしています。
　このような中にあっても、誰もが安心で便利に暮らす
ことができ、魅力あるまちとして発展していくため、本
市では、将来目指すまちの姿として「ネットワーク型コ
ンパクトシティ」という考えかたの下、人やさまざまな
まちの機能がそれぞれの地域の拠点に集まり、拠点同士
が公共交通や道路などで結ばれた、暮らしやすいまちを
目指しています。

これからの宇都宮のまちのカタチ

ネットワーク型コンパクトシティ

Network型
C ompact
C ity 差出有効期間

平成 年 月
日まで

【切手不要】

料金受取人払郵便

宇都宮中央郵便局
承　　認

3269
28

15
8

（受取人）
　宇都宮市旭１丁目１番５号

（宇都宮市役所）
　宇都宮市総合政策部広報広聴課

行

年齢　　　　　 歳
差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。
なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。

職業

住所氏名

3 2 0 8 7 4 0

　広報うつのみやプラスや政策特集は、皆さんに一緒に考
えていただきたいテーマを取り上げ、年4回編集します。 

前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス
　前回の広報うつのみやプラス「百人
一首」に対して20人の市民の皆さん
から意見をいただきました。代表的な
ものを紹介します。前回のテーマ

百人一首 百人一首誕生秘話
　百人一首の誕生には、鎌倉時
代に宇都宮で活躍した殿様であ
る宇都宮城５代城主宇都宮頼綱
（後に蓮生と改名）の存在が欠
かせません。頼綱は、鎌倉幕府
から謀反の疑いをかけられてし
まい、やむを得ず出家し京都に
移り住むことになりました。そ
して、京都で藤原定家という歌

人と親しくなります。当時、和歌をしたためた色
紙をふすまに貼ることが流行っており、蓮生は、
自分の別荘に貼る色紙を選ぶように定家に依頼。
こうして選ばれたすばらしい和歌が、現在の小倉
百人一首として伝えられています。
百人一首大会
　平成26年11月、本市で初めて、全国かるた競技
宇都宮大会を開催しました。全国大会を本市で開
催することで、百人一首ゆかりの地宇都宮を全国
に発信する大きなきっかけになることが期待され
ます。全国かるた競技大会は、一定の成績以上の
人だけが昇段できる、レベルの高い競技が繰り広
げられます。また、気軽に参加できるうつのみや
百人一首市民大会は今年度で20回目を迎え、参加
者数600人を超えるなど、日本一の開催規模を誇
っています。

「百人一首ゆかりの地宇都宮」の概要「百人一首ゆかりの地宇都宮」の概要「百人一首ゆかりの地宇都宮」の概要

■駅前や二荒山神社近辺の歩道に百人一首の歌・作
者を印字した版を埋め込む（鶴田町・70代）。

■市内で百人一首の大会をもっとたくさん開催する
（中岡本町・10代）。

■俳句コンテストなどとタイアップしていく（中央3丁
目・40代）。

■全国大会を毎年実施する（清住2丁目・50代）。

■その他の主な意見   
　▽中学校・高等学校で部活動を作る。学校行事など

で大会を開催する（西原町・40代）。
　▽駅東の遊歩道に百人一首に関する掲示を行なう。

また、和歌の投票箱などを設置する（大和1丁目・
60代）。

　▽かるたなどで楽しく遊べることを幼い頃から教え
て、苦手意識を持たせないようにする（西川田南1
丁目・40代）。

　▽蓮生の銅像を建立する（鶴田町・80代）。

（2）百人一首のまち宇都宮をアピールするために必要な
ことは何だと思いますか。

（1）百人一首のさらなる普及に必要なことは何だと思い
ますか（複数回答可）。

学校教育で百人一首の
内容を充実させる、
　　12件32％

地域でかるたをする
場所を確保する、
　　6件16％

百人一首に関連する
イベントを開催する、
　　8件21％

その他、
10件26％

キャラクターを使って
ＰＲする、2件5％

さだ いえ

しょうれん

より つな




